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研究成果の概要： 
 中国陝西省において，高精度 GPS を使用して，前漢長安城・皇帝陵の悉皆調査を実施する

とともに，それ以外の関連遺跡の調査を実施して GIS 上で空間分析をおこなった。その結果，

前漢時代（紀元前２〜１世紀）において，当時首都が存在した関中平野の全体において，天文

観測に基づいた真北方位の都市計画があり，それにそって諸施設が配置されていることを明ら

かにした。その都市計画は前漢長安城の安門大街と初代皇帝劉邦の長陵を結ぶ線を中軸線とし

て，長陵から東西方向に皇帝陵を直線配置していた。この都市計画の理念については，前漢首

都域が，北方（遊牧民）・東方（中原・漢倭）・南方（四川・雲南）・西方（中央アジア）の十字

路であり、かつ世界の中心と意識されていたと復元することができた。 
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１．研究開始当初の背景 
 中国秦漢王朝は，中国における最初の統一
王朝の成立であり，オアシスのシルクロード
が開かれ，また日本（倭）が中国市書に登場
する。このような東アジア新時代に，どのよ
うな新しい首都建設・都市計画がなされたか
についての関心が高まっていた。 
 
 
 

２．研究の目的 
 前漢王朝の首都長安城に加えて，前漢皇帝
陵とその陪葬墓，ならびに関中平野の各所に
存在する前漢時代の遺跡の高精度測量を実
施することにより，個々の遺跡の調査では分
からない，古代の都市計画を解明することを
研究の目的とした。 
 
 
 



３．研究の方法 
 高精度 GPS を使用して，誤差数センチメ
ートルの精度で遺跡の主要ポイントの位置
データ（経度・緯度・標高値）を取得して，
個々の遺跡の規模・方位を明らかにして図化
をおこなうとともに，すべてのデータを GIS
（地理情報システム）の地形図上に表示して，
相互の位置関係（距離，方位）を分析するこ
とにより，平野レベルで都市計画の全体像に
ついての解明をおこなった。 
 
 
４．研究成果 
 前漢長安城の中軸線である安門大街は真
南北の方位の道路であり，それを真北に延長
すると，初代皇帝長陵の皇帝陵と皇后陵の中
間地点に達する。これをさらに真北に延長す
ると関中平野北端で古代天文台と推定する
五星基壇に至る。このラインを真南方向に延
長すると関中平野南端で漢中平野に連なる
古道である子午道に至る。 
 長陵から西に向かっては武帝の茂陵まで，
東に向かっては景帝の陽陵まで咸陽原南崖
上にそって直線上に皇帝陵・陪葬墓・陵邑が
配置されている。GIS 分析から，これが真東
西ではなく地形にそっているのは，皇帝陵を
崖際に配して立派にみせることを重視した
からと推定した。 
 これらの直線ラインは古道であり，調査し
た遺跡のほとんどが，これにそっていること
から，これらの古道が関中平野の都市計画の
骨組みをなし，長陵がその十字路であったと
考えることができた。 
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